
2023年3月2日 

一般社団法人日本公認心理師養成機関連盟 

 

 2023年2月19日（日）に開催された第12回研修会「『実践力』を身につける公認心理師養成のカリキュラムをめざして」にて

参加者から寄せられた質問のうち、公養連より公認心理師制度推進室に確認することになった内容につきまして、以下の通り

ご報告致します。 

 

1. 令和6（2024）年の3月頃（予定）に第7回公認心理師試験を受験する院生の実習期間 

 Q. 第7回公認心理師試験の実施（予定）年月は、令和6（2024）年3月頃となっています。2023年度末での修士課程

修了（見込）者の実習時間450時間を、いつまでに満たす必要があるでしょうか。 

 A. 「見込み」での出願が可能となる予定です。 

詳細については、試験についての案内が開始される時期に、指定試験機関である一般財団法人日本心理研修セ

ンターの WEB サイトの内容を確認してください。 

受験申込期間には受験申込者の方に「修了見込証明書・科目履修見込証明書」を提出いただきます。 

その後、受験者の方には、日本心理研修センターより指定された期間に改めて「修了証明書・科目履修証明書」を

提出いただきます。 

この改めての提出の時期までに、受験者の方は公認心理師となるために必要な科目（10 科目）の履修と大学院

を修了できていれば差し支えありません。 

 「修了証明書・科目履修証明書」を改めて提出する時期は、試験についての案内が開始された後に、日本心理

研修センターの WEB サイトで確認してください。 

2. 大学課程の「心理実習」の巡回指導 

 2-1 実習指導者がいない施設で、実習担当教員が引率をして、「単回の実習」を行っている場合 

 Q. 実習施設と十分な連携を行っていれば、巡回指導の時間枠を別途とらなくてもよいでしょうか。 

 A. 時間枠の設定については各大学において御判断いただければと思いますが、「心理実習」については、実習指

導者が当該心理実習中に実習生を指導することが困難な場合は、実習演習担当教員のうち、実習担当教員が実 

習施設において実習生に「指導」を行うこととすることも可能としています。  

ただし、学生の成績の適切な評価と、施設における緊急時等の安全確保に実習担当教員が対応できるよう、御留

意いただければと思います。 

これらが適切になされている場合は、「巡回指導を兼ねる」ことは可能かと思います。 

ただし、こちらは実習先において実習指導者が実習生を指導することが困難な場合の限定的な措置になりますの

で、その点御承知おきください。 

 2-2 実習指導者がいる施設で、実習担当教員が引率をしておらず、「単回の実習」を複数のグループ（例えば 3 人ず

つ15グループなど）が日替わりで順番に行っている場合 

 Q. 概ね5回に1回の巡回指導でよろしいでしょうか。 

 A. 厚生労働省WEBサイトQ&Aに掲載している「5 回に 1回」というのは、実習施設毎ではなく、実習科目全体を通

して学生 1 人に対し「5回に1回」の巡回指導となるよう設定をお願いします。 

また、2-1 と同じく、学生の成績の適切な評価と施設における緊急時等の安全確保に実習担当教員が対応できる

よう、十分に御留意いただければと思います。 

 2-3 実習指導者がいる「学内実習施設」で「心理実習」を行った場合 

 Q. 巡回指導については、2-2と同様に考えればよろしいでしょうか。 

 A. 学外の実習施設である場合と特に取扱いに違いはありません。 

実習科目全体を通して学生1 人に対し「5回に 1回」となるように巡回指導を行っていただき、学生の成績の適切

な評価と、施設における緊急時等の安全確保に教員が対応できるよう、施設と十分な連携をとっていただければ

と思います。 

 

以上 


